
主催：科学技術人材育成費補助事業 科学技術人材育成のコンソーシアムの構築事業（次世代研究者育成プログラム）未来を拓く地方協奏プラットフォーム
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【お問い合わせ先】 広島大学グローバルキャリアデザインセンター（担当：細川, 岡崎）
TEL: 082-424-6213 / E-mail: hiraku@hiroshima-u.ac.jp

詳細はコチラ☞

※平成30年10月17日（水）に行われたフィールドワークの様子です。

ライブラリーホール

マーメイドカフェ

学生、若手研究者たちが、さまざまな手法やツールを学びながら分析し

企業自身が気づかなかった課題を掘り出します。

企業のコアとなる価値を見極めつつ、常識に捉われない未来のシナリオを作成し

学生の柔軟でフレッシュな視点を加えながら練り上げた課題解決策を提案します。

－ アカデミアの視点を取り入れるきっかけとしてご覧になってみませんか？ －



申込方法・お問合せ

提案企業：
㈱ラックス

提案課題

プログラム ～『イノベーション演習』学びの軌跡～

提案企業：
㈱プランニングサプライ

提案企業：
㈱小泉新聞舗

14:00 開会挨拶

14:05 演習を振り返って

14:15 提案企業による課題紹介

14:40 フィールドワーク

15:00 未来洞察

15:30 企画発表

16:10 パネルトーク

16:40 全体総評

16:55 閉会挨拶

企業や病院の屋上、酒蔵通り入口のサロン、
オープンイベントスペースを訪れ、導き出
した気づき（インサイト）を発表する

イノベーションマップ
企業価値

フィールドワーク

PESTLE分析

情報の分類・BlueOcean

シナリオ作成

ステークホルダー分析

屋上・内装・外装のリフォーム
のプロが、学生の新鮮な視点や
研究者の科学的視点を取り入れ、
新しい屋上の利活用について探
求する。

☆課題１☆
どのように、ある地域で
“屋上”を活用するか

☆課題２☆
どのように「住み続けたい」
と思う“地域”を下見に作るか

☆課題３☆
どのように、西条酒蔵通りの
入口で“窓口”になれるか

西条駅前に看板を構えて110年。
長い歴史を背景に信頼を築いて
きた新聞販売店が、紙媒体のメ
ディアが直面する危機を前に、
地元コミュニティーとの双方向
サービスのあり方を問う。

広島大学生向け不動産賃貸にお
いて業界をリードする企業が、
卒業後も学生が戻ってきたいと
思える街づくりを目指し、地域
の活性化に取り組む。

PESTLE分析を基にこれまで調べた情報を
整理し、イノベーティブな発想法を使って
描き出した１０年後の未来とは？

未来洞察から導き出すことで深化した課題
から解決策を企画。ステークホルダー分析
を通して磨いたプロポーザルを発表する

履修生が得た学びは何か、プロポーザルを
受けた企業が得たものは何か問う

申込締切： 12月7日(金)

http://www.lucks.co.jp/ http://www.planning-supply.co.jp/ http://koizuminp.com/
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ファシリテーター

企画発表

右記URLもしくはQRコードにアクセスし、申込フォームよりご登録ください。https://goo.gl/ruPP2j

ご不明な点やご質問等あれば、HIRAKU運営協議会事務局（hiraku@hiroshima-u.ac.jp)までお問合せください。(担当：細川・岡崎）
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